「おとなの童話集十一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　禁複製

むかし子どもだった心やさしいあなたへ

　

　　桃太郎なんてしらないよ

　　　　　　　　　　尾崎　寛
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　むかしむかし、というのは嘘で、実は誰もいつのことなのか知らない。が、とにかくむかしむかし。お日さまが、脳の奥にまでとろりと暖い春の昼下り。大きな黄色い布で野を覆うように、一面に菜の花で埋った畠の中を走っている一本の街道に、一人の若者が座りこんでいます。この若者、名前を寝太郎といって、その名のとおり暇さえあればこっくりこっくりと船をこいでいます。いまも、地蔵さまにもたれてふわあっと欠伸をしたかと思うと、もう眠ってしまいました。たいして大きくもないを風呂敷に包み、その行李には、大きなノボリ旗がくくりつけてあります。
. 「日本一のきび団子」の文字の上に、それが商標なのでしょう、大きな桃の画が書いてあります。村でも評判の怠け者の彼を心配した年老いた両親が、せめて行商でもさせて身の立つようにと団子売りに出したのですが、本人は一向に商売気がありません。小半刻も眠ったころ、寝太郎は揺り起こされました。
. 「寝太郎さん、寝太郎さん」
. 寝呆け眼をこすると、真赤な顔の猿と真白な犬が彼の前に座っています。
. 「なんか、オラに用かや？」
. 「用があるか来たんですよ」
. 猿は余り機嫌が良くないらしい。が、寝太郎はそんなことにはおかまいなしで、
. 「ああ、そうか。お前たち腹がへってんだな。まてまて、いまきび団子をやるからな」
. 風呂敷包みを解いて、猿と犬の前に団子を置いてあげましたが、どちらも横を向いてしまいました。
. 「そんなまずいものが喰えますか」
. と猿。
. 「バカバカしい。自分で食べればいいんですよ。そうすれば、少しは機微がわかるでしょうに」
. 犬の方もまるで素気ない。
. 「そろそろ出かけようよ」
. とケンケン声が頭上から聞こえ、地蔵さまの頭の上に一羽の雉子がとまっています。
. 「ああ、そうしょう。余り遅くなると山の神さまにしかられるからな」
. 猿が雉子を手招きして、一羽と二匹が額を寄せて相談をはじめました。
. 「思ったよりひどい代物だな」
. 「ああ、先が思いやられるよ」
. 「まあ仕方ないさ、仕事だもんな」
. その間にも寝太郎は、またこっくりをはじめています。
　「寝太郎さん！」
. 猿が彼の耳元で怒鳴り、さすがの寝太郎も一度で目がさめました。猿は赤い顔を一層赤くして歯をむいています。
. 「しっかりして下さいよ」
. 「あなたがそんな風じゃ、いくら私達が努力しても無駄じぁないですか！だいたい名前がよくない。寝太郎だなんて」
. そこで猿は少し考えていましたが、
. 「そうだ、こうしよう」
. と、旗を取りあげました。そして、あっという間に二つに引き裂くと、半分を捨ててしまいました。竿には大きな桃と「日本一」だけが残っています。
. 「いいですか。今日からあなたは桃太郎と名のるんですよ。日本一の桃太郎ですよ、わかりましたね」
. 猿の剣幕に押されて、桃太郎こと寝太郎は肯いてしまいました。猿が手を引っばり、後から犬に押されて桃太郎はしぶしぶ立ちあがります。頭上では雉子がわめいています。
. 「急げ、急げ」
. こうして、珍妙な一行は出発しました。が、すぐに猿が停止を命じました。
. 「猿どん、どうしたんだい」
. そこで改めて猿が皆なの役を決めました。犬と桃太郎を紐で結び、犬が前を引き猿が後押し。雉子は桃太郎が寝てしまわないように時々頭をつつく。犬がグングン引くと、猿がウンウン押し、雉子がコツコツとつつく。
. グングンウンウンコーツコツ
. と、ひどく不自然な調子をとって、目にも鮮やかなレモンイエローの菜の花畑の中を、一人と一羽と二匹は進んで行きます。
. 「一つ聞いてもいいかや」
. 腰を引っぱられるので、そり返って歩いている桃太郎が言いました。猿は、尻を押しながら苦しそうな息を吐いています。
. 「な、 ん、 で、 す、 かぁ」
. 「オラぁ、どこへ行くんだい？」
. 「きまっているでしょう」
. と猿が急に手を離したので、もう少しで桃太郎はひっくり返るところでした。
. 「鬼ケ島ですよ」
. 「オニ！鬼ケ島ア！」
. 桃太郎は、すっとんきょうに叫んで本当に飛びあがってしまいました。 目をむき出し、歯をがちがち言わせて、
. 「なにしに行くだあ、そんだた恐しいとこへ」
. 桃太郎の顔は、興奮して赤くなったり青くなったり、村芝居の手妻のように色が変わります。自然に行列は止まってしまいました。やれやれと、猿が道端に腰を降ろして汗をふき、犬も雉子も一休み。
. 「さあてっと。あなたに少し説明しておく必要があるようですね」
. 猿は真面目な顔になって、口調までがらりと変わりました。もっとも、どちらに転んでもしょせんは猿の顔。大して変わりはないのですが。猿はきどってこほんと一つ咳をします。
. 「つい先日、お山の頂上で神様の会議が開かれました。そこで一番問題になったのが、最近の人間の生き方でした。結論として、どうもこの頃下界はたるんどる、人間らしさに欠けるということになりました。その結果、誰かに鬼退治をさせて、人間の志気を高揚しよう、人間に人間らしさの自覚と誇りを持たせようということになったのです。そのためには、最も駄目な人間が効果的だと神議が一致しました」
. 雉子も犬も肯きながら聞き入っています。
. 「そして」と、猿は一段と熱をこめ、
. 「おめでとうございます。あなたが、選ばれたのです！」
. 言われた桃太郎も、急にすごく目出たいことのような気がして、嬉しくなってしまいました。
. 「さあ」
. と犬が立ちあがります。
. 「そういう訳だから、早く鬼ケ島へ行きましよう」
. 鬼と聞いた途端に、桃太郎の顔色がまた変わりました。
. 木にしがみついて、離れようとしません。 一羽と二匹が、言葉をかえていろいろになだめても、どうしても動きそうにありません。小半日も同じことのくり返しで皆な疲れきってしまい、最後に猿が投げ捨てるように言いました。
. 「鬼退治して村へ帰ってごらんなさい。そりあ娘っ子にもてますよ」
. それを聞いた桃太郎の表情が、でれっと変わりました。
. 「そりあ……本当かや？」
. 「本当ですとも。きっともて過ぎて困るでしようよ」
. 猿がこの機会をのがすはずがありません。忍ちゃんにも渚ちゃんにも、どんなにもてるかを言葉巧みにふきこみました。
. 「オラあ、行ってもいいな」
. ようやく出発です。変わったことといえば、桃太郎だけが鼻唄機嫌で元気がいいのに、一羽と二匹はがっくり頭を垂れて、葬列とお祭りの列が入り交ったような具合でした。雉子は飛ぶ元気もなくし、後からとぼとぼついて来ます。
. 「智恵のかけらも」と猿。
. 「勇気のユの字も」と雉子。
. 「力と決断力の影も」と犬。
. 「なんにもないくせに」と一羽と二匹。
. 「色気だけはあるんだもんなあ」
. 犬が溜息をつくと猿が答えました。
. 「人間なんて。そんなもんさ」
. 菜の花畑に沈む、でっかいでっかい夕日に日本一の文字が、晴々しくくっきりと浮んでいました。

. ショックから一番早く立ち直ったのは、決断力のある犬でした。手段はどうであれ、計画が実行できればそれでいいのだからと、雉子と猿を慰め、ようやく使命感を取り戻して鬼ケ島を目指して進みます。雉子は、ともすれば足のにぶり勝ちな一行を勇気づけ、犬は行動力を発揮して皆なを引っぱって行きます。猿は、機会あるごとに桃太郎に智恵をつける努力を続けていました。
. ある晩。野宿をすることになり、村里からそう遠くない所へ腰を落ち着けました。野営の準備をしていると（といっても挑太郎なんか何の役にも立たないのですが）、いつの間にか猿が姿を消しました。焚火を囲んで食事の始まる頃になって、大きな包みをかついで、猿が戻ってきました。
. 「猿どん、そりあなんだい」
. 皆なが驚いて見ていると、猿は包みを解いて、夜目にもまぶしいほどに輝く着物や刀を取り出しました。
. 「いろいろ考えたんだけどね、オレ達の鬼退治は、人間に人間らしさを育てるための革命的な偉業なんだよ。そうすれば、後世に絵にもなるだろうし、芝居にだってなる。つまり衣裳の方も偉業にふさわしいものにしなくちぁいかん。それに、哀れなことに服装によって人間という奴は気持ちまで変わるそうじゃないか。桃太郎さんだって、こういう立派な衣裳を身につければ、心も引き締まるんじゃないか、という訳で調達してきたのさ」
. そういいながら引き出した衣裳の立派なことは、村の庄屋さまどころか殿さまだってこんな着物は持っていないに違いないと桃太郎が驚いたくらい、金糸銀糸で一面に刺繍した陣羽織でした。
. 「ほら、村のはずれに芝居小屋が掛かっていただろう。あそこからちよっと失敬してきたのさ」
. 「それじや泥棒だがや」
. と桃太郎は、焼きたてのきび団子を喉につまらせます。
. 「革命のためには、人民も多少の犠牲を払わなくてはならないのです」
. 「そんな無茶な話しがあるもんか。だいいちオラあそんなキンキラキンの着物は、こっぱずかしくてよう着ねえだ」
  でも、猿は桃太郎の弱点をよく心得ていましたので、彼の耳に囁きました。おんな、オンナ、女・・・
  それだけで哀れな脳裏には、村の百恵ちゃんの顔が浮かび、とろんと痴呆状態に陥るのです。そのスキに皆なで桃太郎にキンキラの衣裳を着せると刀まで差し、更には盗んできた白粉を原形をとどめないほど塗りたくってりりしい眉をかきこみました。解けかけた雪ダルマか、出来そこないの五月人形のようです。こうして、目出たく絵本向けの桃太郎が誕生しました。
  つぎの日もまたつぎの日も、暖い日が続きました。百姓屋の屋根にいる雀でさえ寝呆けて落ちてくるほどに、何ともねむたあい昼の街道をキンキラの一行は進んでいきます。野良仕事をしている人達は、目を丸くして一行を見送ります。
　「もうし・・・」
　鍬をかついだお百姓さんの一人が、牛の鳴き声のような声で呼びました。
　どこに行きなさるだにぁ」桃太郎を除いて、一行はきっと胸を張りました。というのも、
　「人間は人間らしく」
　という崇高な革命思想を普及させるのも、大切な仕事の一つだったからです。猿が一歩前へ出て、深遠な理想を説こうと口を開いたとき、
　「新しい芝居の宣伝かにぁ」
　と、先を越され、発言する勇気はしゃぼん玉よりあえなくつぶされてしまいました。がっくりと肩を落とした一行は、野良の道を重い足をひきずって行きました。
　「民衆よ、汝の名は無知なり」
　猿がぼそっとつぶやき、空には大きなまん丸い月がぽんと昇りました。
　山を越え川を渡り何日もかかって、一行はようやく海に出ました。それまでの間にも、挑太郎を「人間らしく」教育するための努力は休みなく行なわれました。雉子は勇気をつけるため、桃太郎に高い木に登らせて飛び降りる訓練を重ね、犬は格闘技を教えました。そして猿は、「考える」ことについて考えました。でも木に登れば、遠くまで見通しのきく風景に、天狗さまになったようだ！と興奮し、犬に組みしかれれば目の前の花に見とれるといった工合で、結局効果はありません。海を見たとたんに、
　「これが、全部水だかや」
　と、頭から波をかぶってはしゃいでいるのを見ると、 一羽と二匹は、桃太郎を教育することが不可能なことを思い知らされるだけでした。
　「喜んでばかりいないで。あれをごらんなさい」
　 猿は桃太郎の頭を後から押さえて固定しました。海上はるかに、ぼんやり霞んだ島影があります。険しくそそり立った岩ばかりの島は、巨大な鬼の頭に見えました。
　「あれが鬼ケ島です」
　「あああ、あそこに、鬼どもがうじゃうじゃおるんかあ」
　桃太郎は砂浜に座わりこんでしまいました。
　「そうです。明日にはあの島へ乗りこんでいくのです」
　「うわわわわ……赤鬼もおるんか」
　「もちろん」
　「青い奴も？」
　「いますとも」
　「黄色や黒や白い奴も……？」
　「……？色なんかどうだっていいのです！ようするに鬼がいる鬼ケ島なのです。そしてそれを退治するのが、あなたの天命なのです」
　早速雉子が島の偵察に飛び立って行きました。夜になって、作戦会議を開きました。雉子が島の様子を詳しく描き、猿が作戦を練ります。作戦を立て終って、猿は無駄とは思いながらも一応最後の訓示をしました。
　「この戦いには、人間の、将来あるべき運命がかかっているのです。人間は、人間らしく生きなければならない。つまり、寝太郎さんのように駄目な人でも、勇気と力と智恵を備えれば、日本一の桃太郎なのです。それこそ、理想的な人問像なのです」
　「オラあ、いままでの方が好きだなあ」
　「男は男らしく、女は女らしく、坊主らしく、士らしく、 大人らしく、子供らしく、役人らしく、社会人らしく、美人らしく、デブらしく、老寄りらしく・・・それが自然の摂理なのです。ここに疑う余地など全然ないのです。そして鬼は悪であり、人間の敵なのです。だから、これを討って人間性を取り戻さなければならないのです」
　もちろん桃太郎に理解出来るわけがありません。猿の話しの間星空を眺め、なんて美しいんだろうと感心していただけでした。やがて皆なが眠りこんでしまうと、
　「雉子どん」と猿が呼び、雉子もそれを待っていたように起きあがりました。
　「島の方は旨くいってるかい」
　と、小声で猿が訊きます。
　「ああ、神様たちが四五十柱も集って、明日の準備をしていたよ。なんでも、鬼の衣裳が少し足りないそうだけど、なんとかなるだろう」
　猿と雉子は互いに肯いて、各々の床へもぐりこみます。どんな所であれ、寝ることには不自由のない桃太郎は、夢の中で百恵ちゃんや淳子ちゃんと遊んでいましたが、それでも多少の心配事はありました。
　「どうして、オラあはこんなことになっちまったんだろう」

 翌日、いよいよ舟を漕ぎ出して島へ乗りこみました。雉子が閂を落として門を開くと、あとは赤青の鬼と一羽と二匹が入り乱れての、阿鼻叫喚の地獄さながらの光景が展開されました。桃太郎は岩陰にかくれて、ときどき様子を見るだけで歯を鳴らして震えています。よく見れば、脇腹や背中につぎの当ったものや、部分的に色腿せた青鬼もいたのですが、もちろん気がつきません。太めの鬼を追いかけながら、犬が猿に言いました。
　「神様たちもけっこう楽しそうじゃないか」
　「ああ、無邪気なもんさ」
　衣裳の合わない赤鬼が、自分で自分の足を踏んで転びました。そこへ犬が飛びのって、ワンと一声吠えれば、相手の負けです。日の出とともに始った戦いは、いつ果てるともなく続き、やがてお日さまが頭の真上にさしかかる頃に、不気味なほど静かになりました。桃太郎はおそるおそる這い出し、そっと辺りを伺います。鬼の死骸がいたる所に転っていて、猿達の姿がありません。もしかして皆なやられてしまったのかと思うと、桃太郎は急に泣き出したくなりました。しゃくり上げながら奥へと進んで、大きな岩の角を曲ったとき、そこに犬の影を見つけました。もう嬉しくて走り寄ろうとしたとき、犬の背後がら赤鬼が飛び出しました。桃太郎は夢中で、いつの間にか刀を抜くと体ごと鬼にぶつかっていったのです。あとは何だかわかりません。気がついたときは、猿と雉子が自分を覗きこんでいて、犬は彼の顔をなめていました。
　「やった！やりましたよ、桃太郎さん！」
　「あなたは立派に鬼退治をしたのです！」
　片わらに、桃太郎の刀を腹に差したままの鬼が転っています。そして、その傷口から藁がはみ出していて、猿があわてて隠しました。
　さて、こうして桃太郎は目出たく村へ凱旋するのですが・・・・村のはずれの峠で、噂を聞いた村人の歓迎の波にもまれ、庄屋さまは紋付きの羽織袴で出むかえるという大騒ぎでした。口々に桃太郎の偉業をほめ称えながら、誰の目も車に積んだ財宝へ吸いつけられています。最初のうちこそ遠慮勝ちに遠巻きにしていた人の輪が次第に小さくなり、一人がちょっと手を出したのを合図に、たちまち蟻の群がむらがるように競争で車を引いて行ってしまいました。後には、桃太郎と猿達が残されました。
　「桃太郎さん、それじぁこれでお別れです」
　一羽と二匹は、ぴよこんとおじぎをしました。
　「うん……行ってしまうだか。良かったらこの村で一緒に暮らさねぇだか」
　「できれば、そうしたいとこですが、つぎの仕事がまっていますので」
　「そうか。淋しいけど、それじあ、みんな元気でなあ」桃太郎さんもお元気でと、また揃っておじぎをします。
　桃太郎は手をふって村の方へ下っていき、 一羽と二匹は峠の辻で並んで見送っています。だんだん遠くなっていく桃太郎が、やがて蝶を見つけて追いかけながら小さくなっていきます。口にこそ出しませんでしたが、猿も犬も雉子も同じことを考えていました。
　「勇気も力も智恵も、なんにもない人かもしれないけど、桃太郎さんはいい人だったよ」
　その後、桃太郎は元の寝太郎に戻り、相変らず村の娘っ子の着物の裾をまくっていたということです。

　しゃみしゃっきり、猫のしょんべんしょおろしょろ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈完〉

---------------------------------------------
本を読むと、ちょっと一言いいたくなりませんか？ (:>)

(:0)　言いましょう！


ご感想メールをお送りください。

今後の参考やエネルギーにさせていただきます。（編集部）

ここは文末です。



「はっくつ文庫」トップへ



.....................ＤＢＬ（埋蔵文学発掘）会

　
